
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 ７/２１～７/２６ ケニア出張 

 皆さんこんにちは、社長の近藤です。7月下旬に 

ケニアへ出張してきました。目的は、当社のケニア

合弁会社の取締役会への参加と、現地事業の視察で

した。 

 ケニアで走行している日本車メーカーの割合は非

常に高く、中古車市場では日本車が約80%を占めて

います。また、2023年にケニアへ輸入された中古

車全体のうち、日本車の割合は94.3%に達してお

り、圧倒的なシェアを誇っています。 

（出典：Modor Intelligence）  

 そしてそのほとんどは、日本から直接輸入された

中古車であると言われています。日本車の人気の要

因はいくつかあり、その１つがケニアの厳しい道路

環境でも故障が少なく、長持ちすると信頼されてい

る点です。さらに、補修のために必要なスペアパー

ツも十分に流通していることから、修理やメンテナ

ンスも迅速に行える点も人気の理由です。 

 当社のケニア合弁会社（Kaiho East Africa）

は、ナイロビでの部品販売事業開始から無事に1周

年を迎えました。お陰様で事業は少しずつ軌道に乗

り、ケニア市場での確かな手応えを感じています。 

 

 一方で、現地の文化や商習慣の違いやパートナー

企業との連携など、日々乗り越えるべき課題に直面

しているのも事実です。 

 このような状況の中、本社から現地に派遣してい

る2名の駐在員が日々奮闘し、多くの困難を乗り越

えてくれています。彼らの情熱と努力が、現在の事

業成長の大きな原動力です。 

 私たちはこれらの挑戦を成長の機会と捉え、今後

もアフリカでの確固たる基盤構築を目指して参りま

す。引き続きのご支援、ご指導を賜りますようお願

い申し上げます。 

https://www.mordorintelligence.com/ja/industry-reports/kenya-used-car-market


 

 

                    

 皆様こんにちは。8月も例年通り暑い日が続きましたがいかが、お過ごしだったでしょうか？ 

 トマト栽培は７月中に終了し、それからは次作に向けてトマトの株や資材の撤去・回収、ハ

ウス内の熱処理をしました。熱処理には３０～４０日ほどかかるため、１ハウスずつ作業を進

め、最後のハウスの熱処理が開始される頃に最初のハウスの熱処理が完了、その後１ハウスず

つ次作の定植準備を進めていきます。熱処理はハウス内・土壌の殺虫・殺菌を目的としてお

り、次作にこれらの影響が残らないようにしていきます。熱処理中のハウス内の気温は５０～

６０℃、地中温度は４０～５５℃まで上昇、特に地中はこの温度を期間中キープすることで殺

菌をします。これ以外にも対策はしていますが、その１つとして毎年実施しています。 

 熱処理以外にも露地野菜の管理や除草作業を実施。定期的に圃場内、各露地野菜の畝の通路

を除草します。伸びすぎると生育に影響が出るため、ある程度伸びた時点で除草しています。 

 ９月は幾分か気温が落ちることに期待しつつ、９月末ごろの次作トマトの定植に向けて作業

を進めていきます。引き続き体調管理に気を付けて来期のトマトの収穫に向けて頑張っていき

ます。（担当：畠中） 

 

 皆様こんにちは、国際営業部輸出課の畑下美佳と申します。入社して約半年が

経過しました。海外のお客様向けの輸出担当をしています。お客様からのオー

ダーを確認し、商品がお客様の元に到着するまでのフォローアップなどをしてい

ます。英語での対応となるため、誤解が生じないように伝え方に特に気をつけています。 

 実は、入社するまで、恥ずかしながらボンネットを開けたこともありませんでした。

まだまだ車の知識が少なく、先輩方に聞きながら勉強する日々です。また、主人が整備

士なので質問攻めにしています。 

今は5歳の娘と3歳の息子を子育て中で、仕事との両立はハードではありますが、部

署の皆さんの理解もあり、安心して働くことができています。趣味は旅行で、今年の夏

は岐阜県の淡水魚水族館に行きました。メコン川やアマゾン川に

生息する巨大な魚がたくさんいて、子供達は大興奮でした。私は

18歳の時にカナダに留学していたので、子供達が大きくなった

ら一緒にカナダへ里帰りするのが夢です。 

会宝農園の野菜はこちらのサイトからご購入いただけます。       

ぜひご覧ください。 

農業の取り組み ～農業事業部より～ 

  

●今月の出番 ● 

国際営業部 

畑下美佳さん                   
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 こんにちは。会宝産業は2025年大阪・関西万博のフューチャーライフ万博「フューチャーライフエクス

ペリエンス」にて、国際連合工業開発機関（UNIDO）が行う期間展示に参加します。昨年2月に行われた

UNIDOの企画コンペに参加し、数ある応募の中から当社の企画が選ばれました。「自動車リサイクルの面

白さを伝える」というコンセプトのもと、自動車リサイクルの取り組みを紹介した動画や、Meta Questを

使用したVRゲームで自動車リサイクルを体験できるコンテンツを展示します。自動車リサイクルに馴染み

のない一般の来場者に向けて、自動車が中

古部品としてリユースされ、資源としてリ

サイクルされること、そしてその循環が地

球環境の保全につながっていることを伝え

ていきます。 

 参加期間は9月23日から29日までの7日

間。FLEはフューチャーライフビレッジ

内、西口ゲートすぐの場所にあります。大

阪・関西万博にお越しの際はぜひお立ち寄

りください。写真はフューチャーライフビ

レッジの様子です。 

社員海外レポート  
FROM 

UAE 

 こんにちは、Kaihi Middle Eastの畳谷です。 

 現在ドバイでは、夏の新たなスポーツイベントとして「Mallathon」が注目を

集めています。これは市内9か所のショッピングモールを早朝からランニングや

ウォーキングのコースとして開放する取り組みで、ドバイモールもその一つで

す。暑さを逆手に取った話題づくりがドバイらしいですね！ 

 スポーツ界では「UAE Team Emirates-XRG」がロードレースで快進撃を続

けています。8月のツールド・ポローニュでは総合優勝し、スポーツの場でも

UAEの存在感は年々高まっています。 

 UAEの夏は地理的・気候のハードさにもかかわらず、スポーツやイベントな

どが盛んに開催されており、様々な楽しみ方が広がっています。 

 私はショッピングモールに丸亀製麺が出店されたので、冷たい「かけうどん」

を食べて夏を乗り切ります！ 

 皆様はどのような夏をお過ごしですか？ 

写真：丸亀製麺 

    
【大阪・関西万博に参加します】   今月のパチリ 



 

 

 今月のトピックス ～第44回のKRA勉強会は大盛況～ 

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは、会宝産業の山口です。今年の北陸は梅雨入りしてから梅雨明けまでの間、半分以上が晴れの

日でした。酷暑日か豪雨のどちらかと言う日も増え、亜熱帯化してきたのでしょうか・・・。 

 さて、毎年夏は相場が下がりますが今年はどうだったのでしょうか。鉄は需要が少し回復したものの、ま

だまだ様子見と言った所でしょうか。モノが無い為に価格

が高騰している金属はアルミとステンレスですが、実は銅

も「モノ」が少ない状況にあります。ただ、銅に関しては

発生は少ないのですが、米国の関税政策でLMEの価格が大

きく変わる事や、最近大きい為替の変動幅によっても先行

きが不透明となり、様子見の為価格が変動しづらい状況に

あるようですね。 

2025年8月 見込み台数 

 入庫台数 650台          

 処理台数 600台     
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 8月4日に、第44回となるKRA勉強会を開催いたしました。今回はwebで開催したのですが、参加者は

49社83名と今までのweb開催の中では最も多い会となりました。そんな関心の高かった勉強会のテーマ

は、「ePartsWorldの新積み込み拠点のご報告」でした。 

 「ePartsWorld」とは、当社が開発したECサイトの名前ですが、今年の1月からKRAメンバーの皆さま

にもご利用いただけるようになりました。そしてここまでのメンバー様の売上累計が1億円を突破し、新た

な積み込み拠点が必要になってきました。 

 そこで新しい積み込み拠点を設けることにしました。その場所が千葉県の八街市という所なのですが、そ

うなると昨年23億円の流通金額を生んだ千葉入札

会との混載輸送が可能になります。きっと今回勉

強会に参加された方の中には、その混載輸送に興

味を持たれた方も多いと思います。 

 これからも海外の需要を多く取り込み、国内の

メンバー様と協力して供給していくモデルを作り

上げ、自動車リサイクル業界の発展に貢献してき

ます。（担当：佐藤） 

https://www.facebook.com/kaihoindustry
https://www.facebook.com/kurumabuhin
https://kaihosangyo.jp/
https://kaihosangyo.com/
https://www.instagram.com/kakimeshi_kkm/

